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法典L .225 -18条２項）。また、取締役会会長（pr és iden t  du  conse i l 
d'administration）や監査役会構成員（membre du conseil de surveillance）
も同様である（商法典L.225-47条３項、L.225-75条２項）（8）。このように、
法律が定める手続に従う限り、会社は会社指揮者を自由に解任すること
ができるとされており、これを一般に解任自由の原則（principe de libre 
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